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1
月
お
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー

() 

つ

り

〈表紙説明)

八尾の和紙
氷のは っ た冷たい水の中に、コウゾ・ミツマタ

の原皮をひたし、雪の上でさらしてげl米あがる、

腰のつよい八尾和紙。

手をマ ッカにして作業をする婦人たちの姿は、

今ではす っ かり少なくな っ た。 しかし、子すきの

よさは、美術工芸紙などに守られている 。

いままでの紙に対するイメ ージから離れ、腰の

強さを活かし、ハンドパ y グ・財布・タバコケー

スなど、意欲的につ くられている 。
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:特集

文
化
財
と
は

文
化
財
は
、
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
の
す
ぐ
れ
た
文
化

活
動
の
所
産
で
す
。
な
が
い
年
月
の
問
、
た
い
せ
つ

に
守
ら
れ
て
き
た
国
民
的
な
財
産
で
す
。

具
体
的
に
は
、
歴
史
上
の
遺
跡
と
か
、
建
造
物
、

美
術
工
芸
品
の
よ
う
な
形
の
あ
る
も
の
の
ほ
か
に
、

伝
統
的
な
芸
能
や
工
芸
技
術
の
よ
う
に
、
「
わ
さ
」

に
よ

っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
、
あ
る
い
は
、
衣

食
住
の
よ
う
な
日
常
的
な
慣
習
や
そ
の
用
具
な
ど
も

含
ま
れ
ま
す
。

文
化
財
の
特
徴
を
一
口
で
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で

す
が
、
共
通
の
要
素
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

-
国
指
定
文
化
財
(
絹
本
着
色
法
華
経
目
安
茶
羅
図
)

-
国
指
定
文
化
財
(
木
造
十
一
面
観
音
立
像
)

富
山
県
に
あ
る

文
化
財

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
現
在
の
、
国
指
定
お
よ
び

県
指
定
文
化
財
の
郡
市
別
一
覧
は、

七
ペ
ー
ジ
の
表

の
と
お
り
で
す
。

県
の
文
化
財
保
護

固
有
形
文
化
財

:特集

有
形
文
化
財
に
は
、
建
造
物

・
絵
画

・
彫
刻
・
工

芸
品

・
書
跡

・
考
古
資
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
、
数
百
年
以
上
の
長
い
時
代
を
経
て
今

日
ま
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
多
か
れ
少
な
か
れ
老

朽
化
し
、
損
傷
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
火
災
な
ど

外
的
な
原
因
に
よ

っ
て
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い

こ
と
に
な

っ
て
は
大
変
で
す
か
ら
、
予
防
対
策
は
一

刻
も
お
ろ
そ
か
に
で
き
ま
せ
ん
。
建
造
物
な
ど
の
修

理
は
、
国
指
定
の
も
の
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
完
了
し
て

お
り
、
県
指
定
の
も
の
に
つ
い
て
も
努
力
し
て
い
ま

す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
と
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
災

律とせ財国誇で意 きどる活実とでらりに化み りら高をのそ一物地 よ え で
に 価 よ を 民 り す 識 第 ま を い や 、 お す れ だ お 財 の 第 ま れい理生こ見や方有 っ か て 第
よ値う守的で 。 を 三 すうは社過し 。てしいはあこ せ る文解活にし衣の名てら
っ ととり財あ文もに 。か時会去て私き、て長るにんも 化 すの住て服生な評考そ[
てをす、産る化つは が代のの、たた祖、いこは 。の的るうん粗の活建価えれは
指もるかでと財と、 うのし人歴ち民先人歴と、 が価資つで末類や造すら ι
定 つ ゆ っ す 同 は い 公 こ美くび史は族か間史で歴 少値料りいには信物るれ、 文
さかえ役 。時郷う共 と意みと上こ的らがのす史 なのとかる争、仰やこま歴化
れらん立文に土こ的 が識、ののれ遺伝つ過 。の く認しわ人えそな彫とす史的
るでもた化、のとな でなあ生事を産えく程文厚 あめてりびまれど刻は有ム控
とす、 とす自をにで =阻
、 。 そ が身示 く きむ術を

はすらまろ ・ そzF b 九 器 ベ せん 学 な
F~ ___ 伊吋時九h 、ん ー 術

人 に 公 Lü勝札 『事凡~~ア~恥"""'-
に文共 ~ þ~さ謹議二 九~ 。律的て

手法? 盤、鍾島崎心辺正yg i1i 
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有
財
産
と
い
え
ど
も
、
閏
民
的
な
公
共
財
産
と
し
て

の
性
質
を
お
び
る
も
の
で
、
個
人
は
法
の
規
制
の
も
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-
県
指
定
(
木
造
獅
子
頭
)

と
に
こ
れ
を
保
存
し
、
か
つ
公
共
的
な
活
用
に
応
ず

る
責
務
が
生
じ
て
き
ま
す
。
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-
国
指
定
文
化
財
(
護
国
八
幡
宮
本
殿
)



:特集

害
に
よ

っ
て
、
一
瞬
に
そ
の
価
値
を
喪
失
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
文
化
財
は
、

木
や
紙
な
ど
で
で
き
て
い
る
も
の
が
多
い
た
め
、
火

災
な
ど
に
は
と
く
に
弱
く
、
つ
ね
に
災
害
の
危
険
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
最
近
は
、
防
災
対
策

が
と
く
に
重
要
視
さ
れ
、
建
造
物
に
対
し
て
は
自
動

火
災
報
知
設
備
、
貯
水
池
、
消
火
栓
、
ド
レ
ン
チ
ャ

|
(
水
噴
霧
)
な
ど
の
防
火
設
備
が
設
け
ら
れ
、
美

術
工
芸
品
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
納
め
る
耐
火
・
耐

震
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
収
蔵
庫
な
ど
が
建
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

直

記
念
物

記
念
物
に
は
、
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
作
ら
は
、
急
激
な
産
業
開
発
に
よ

っ
て
そ
こ
な
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

文
化
財
の
保
存
に
と
っ
て
一
番
た
い
せ
つ
な
こ
と

は
、
そ
の
形
状
を
変
え
な
い
で
永
久
に
保
存
す
る
こ

と
で
す
か
ら
、
指
定
文
化
財
の
「
現
状
変
更
」
は
、

特
に
許
可
制
と
し
、
文
化
庁
や
県
教
育
委
員
会
の
許

可
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
所
有
者
の
財
産
権
を
ま
も
る
こ
と
で
す
。

そ
の
方
法
と
し
て
、
指
定
地
域
内
の
民
有
地
を
固
ま

た
は
地
方
公
共
団
体
が
買
い
あ
げ
、
公
共
の
文
化
財

と
し
て
永
久
に
保
存
す
る
よ
う
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

天
然
記
念
物
の
よ
う
な
生
き
て
い
る
自
然
の
文
化

財
は
、
開
発
が
進
む
に
つ
れ
、
減
少
の
傾
向
に
あ
り

何
ら
か
の
対
策
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

直
埋
蔵
文
化
財

宅
地
造
成
・
道
路
の
建
設
・
ほ
場
整
備
な
ど
の
土

地
開
発
が
す
す
む
に
つ
れ
、
埋
蔵
文
化
財
の
包
蔵
地

伊・‘

は
、
年
々
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
埋
蔵
文

化
財
の
発
掘
は
、
遺
跡
が
数
千
年
保

っ
て
き
た
本
来

の
状
態
を
大
幅
に
変
え
る
こ
と
で
す
か
ら
、
常
に
慎

重
な
配
慮
と
科
学
的
な
方
法
で
行
な
わ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

発
掘
調
査
に
は
、
開
発
事
業
に
よ

っ
て
埋
蔵
文
化

財
が
破
壊
さ
れ
る
危
険
が
あ

っ
て
、
工
事
の
前
に
行

な
う
緊
急
調
査
と
、
学
術
研
究
を
目
的
と
す
る
学
術

調
査
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
昭
和
四
十
六
年
度
に
お

け
る
県
内
の
緊
急
調
査
は
、
北
陸
高
速
自
動
車
道
建

設
に
と
も
な
う
「
小
杉
町

・
上
野
遺
跡
」
を
は
じ
め

五
箇
所
あ
り
、
関
係
団
体
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
調

査
発
掘
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
埋
蔵
文
化
財
は
、
同

じ
条
件
の
も
と
で
は
二
度
と
発
掘
で
き
な
い
も
の
で

す
か
ら
、
文
化
財
を
守
る
側
と
、
土
地
を
開
発
す
る

側
と
は
、
常
に
緊
密
な
連
絡
を
と
り
、
発
掘
に
よ

っ

て
貴
重
な
文
化
財
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
両
者
の
調
整
を
は
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

圃
民
俗
資
料

:特集

民
俗
資
料
に
は
、
風
俗
や
習
慣
の
よ
う
に
形
の
な

い
も
の
(
無
形
)
と
、
こ
れ
に
用
い
ら
れ
る
器
具
な

ど
の
よ
う
に
形
の
あ
る
も
の
(
有
形
)
と
が
あ
り
ま

す
。
特
定
の
人
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
美
術
工
芸
品
な

ど
と
違

っ
て
、
一
般
庶
民
の
日
常
生
活
の
中
か
ら
生

ま
れ
出
た
生
活
の
知
恵
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

し
か
も
こ
れ
ら
は
、
社
会
生
活
や
生
産
様
式
の
推
移

に
と
も
な

っ
て
、
そ
の
実
用
性
が
失
な
わ
れ
れ
ば
、

た
だ
ち
に
見
捨
て
ら
れ
、
消
滅
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
の
う
ち
に
こ
れ
ら
を
収
集

し
、
あ
る
い
は
記
録
し
て
保
存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
富
山
県
で
は
、
す
で
に
立
山
信
仰
関
係
の
民

-
県
指
定
(
木
造
不
動
明
王
坐
像
)

-国指定文化財(瑞竜寺総門)

俗
調
査
(
国
重
要
民
俗
資
料
に
指
定
)
、
越
中
五
箇

山
三
村
の
民
俗
資
料
調
査
を
終
り
、
さ
ら
に
昭
和
四

十
六
、
七
年
度
の
二
カ
年
計
画
で
、
漁
村
地
区
の
民

俗
資
料
調
査
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
将
来
、
地
方
歴

史
民
俗
資
料
館
を
建
設
し
て
、
保
存
保
護
を
は
か
る

た
め
の
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
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直
無
形
文
化
財

無
形
文
化
財
に
は
、
芸
能
に
関
す
る
も
の
と
、
工

芸
技
術
に
関
す
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
「
わ

ざ
」
を
も
っ
て
い
る
人
を
、
無
形
文
化
財
の
保
持
者

と
し
て
認
め
、
「
わ
ざ
」
と
「
人
」
を
あ
わ
せ
て
保

護
し
て
い
ま
す
。
富
山
県
で
は
、
県
指
定
保
持
者
と

し
て
三
名
の
人
を
認
定
し
て
い
ま
す
。
無
形
文
化
財

の
保
護
に
は
、
「
わ
ざ
」
の
練
磨
、
伝
承
者
の
育
成

な
ど
が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

i11 1 f1刊重 84 ¥ 

重要文化財 重 重 記念物

絵彫工書建そ
要 要

史 天鍬高gC 符矧高天Z鍬E 符特記
民 考

俗 古 別名別天芯a 

計
造の

資 資
画刻芸跡物他 料 料 跡 勝然物

黒部市

魚津市 l 

滑川市

富山市 1 I 1 l 3 

高岡市 2 I 1 1 I 5 1 I 1 13 

新湊市

氷見市 2 3 5 

砺 j皮市

小矢部市

下新川郡

C 中新川郡 2 6 

上新川郡

婦負郡 1 I 2 5 

射水郡

東砺 j皮郡 2 I 4 2 2 11 

西砺波郡 1 I 1 3 

二郡市以上 4 4 9 

計 2 I 8 2 I 5 13 2 I 1 7 13 6 60 

国指定文化財郡市別一覧表
(昭和46年11月30日現在)

• 
盤

形
文
化
財
(
漆
工
芸
勇
助
塗
技
術
)

県指定文化財郡市別一覧表
(昭和46年11月30日現在)

い郡 4 姐 別

有形文化財 民 記念物 主正

絵彫工書建そ (谷

史 名 物天然記念 名物王城記念 跡史天紙

形

文 J十
造の 資

跡勝 勝 勝名物念記
(ヒ

画刻芸跡物他 料

黒部市 4 4 

魚津市 2 2 2 6 

桶川市

富山市 1 I 6 5 I 1 2 3 18 

高岡市 1 I 5 5 I 1 4 3 3 23 

新 j奏市 l 4 

氷見市 1 I 6 10 

砺 j皮市 4 

小矢部市 6 I 1 1 I 1 5 15 

下新川郡 5 7 14 

中新川郡 1 I 3 2 2 I 1 7 17 

上新川郡 5 I 1 2 8 

婦負郡 2 1 I 2 5 11 

射水郡 1 I 1 4 l 9 

東砺 j皮郡 1 I 3 l 2 6 14 

西砺波郡 1 I 1 2 5 

計 4 I 34 19 8 I 6 1 I 5 24 1 I 53 5 162 
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く

富
山
県
に
お
け
る
花
の
栽
培
面
積
は
、
露
地
栽
培

で
約
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル、

施
設
栽
培
で
約
三

・
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
す
。
生
産
額
は
約
六
、
八

O
O万
円
で

富
山
県
で
消
費
さ
れ
る
花
の
消
費
額
約
六
億
七
、
。

0
0万
円
の
約
一

O
ば
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

作
型
は
、
野
菜
と
組
み
合
わ
さ

っ
た
複
合
経
営
方

式
(
春
か
ら
夏
に
か
け
て
野
菜
を
つ
く
り
、
秋
か
ら

早
春
ま
で
花
を
栽
培
す
る
)
を
と
っ
て
い
る
地
域
、

花
だ
け
の
専
業
的
な
施
設
園
芸
方
式
を
と
っ
て
い
る

地
域
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
生
産
物
は
主
と
し
て
県

内
市
場
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
部
は
金
沢

・

新
潟
に
も
出
荷
さ
れ
、
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
な
ど
は
京
都

.
名
古
屋
市
場
に
ほ
と
ん
ど
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
産
地
は
、
朝
日
町

・
黒
部
市

・
富
山
市

・
高

岡
市

・
氷
見
市

・
小
矢
部
市

・
砺
波
市

・
福
野
町
で

す
。
こ
れ
ら
産
地
の
主
な
花
は
、
電
照
菊

・
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン

・
パ
ラ

・
シ
ク
ラ
メ
ン

・
ポ
ッ
ト
マ
ム

・

ア
ザ
レ
ア

・
プ
リ
ム
ラ

・
サ
イ
ネ
リ
ア

・
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
な
ど
で
、
真
冬
の
雪
の
中
に
み
ご
と
な
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
す
。
特
に
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

・
パ
ラ

・
電
照
菊
に
つ
い
て
は
、
先
進
地
の
生
産
物
と
く
ら

べ
て
も
全
く
そ
ん
色
が
な
く
、
去
年
の
十
二
月
二
十

三
日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
、
県
民
会
館
で
開
催

さ
れ
た
富
山
県
切
花
競
技
会
に
出
品
さ
れ
、
そ
の
み

ご
と
な
出
来
ば
え
は
、
会
場
を
訪
れ
た
人
び
と
の
賞

讃
を
得
て
お
り
、
生
産
者
の
何
よ
り
大
き
い
自
信
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
需
要
の
伸
び
と
、
稲
作

転
換
な
ど
に
よ
っ
て
、
生
産
が
大
幅
に
伸
び
る
見
込

み
で
す
。
目
標
は
、
露
地
栽
培
で
約
四
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
施
設
栽
培
で
約
六

・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、
生
産
額
も
、

現
在
の
約
三

・
四
倍
の
二

億
五
、
0
0
0万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
目
標
達
成
を
目
指
し
て
、
若
い
農
業
後
継
者
の

た
く
ま
し
い
前
進
が
つ
づ
け
日
れ
て
い
ま
す
。



「
み
な
さ
ん
の
声
を
県
政
に
」
と
、
さ
る
+
二
月

六
日
は
滑
川
市
、
九
日
は
福
岡
町
と
ニ
カ
所
で
、
婦

人
県
政
公
聴
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

日
頃
、
家
庭
を
守
り
、
育
児
に
専
念
し
て
い
る
婦

人
の
立
場
か
ら
発
表
さ
れ
た
意
見
は
、
生
活
に
密
着

し
た
要
望
が
多
く
、
こ
の
声
を
「
百
万
県
民
と
と
も

に
、
愛
と
繁
栄
の
県
政
」
の
実
現
に
役
立
て
る
よ
う

努
力
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ヨ
市
に
つ
凡
ロ
ト
-

新
A
/
σ
一
舟
を
」

青
年
の
船
を
海
外
へ
出
航
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、

た
い
へ
ん
結
構
な
こ
と
で
す
。

愛
と
平
和
を
願

っ
て
い
る
私
た
ち
と
し
て
は
、
外

国
を
訪
ず
れ
、
世
界
平
和
の
か
け
橋
と
な
り
、
広
い

視
野
に
た

っ
て
、
次
代
の
子
女
の
養
育
に
あ
た
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
「
富
山
県
婦
人
の
船
」
を
実

施
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

-

知

事

婦

人
が
ま
と
ま
っ
て
行
く
こ
と
は
、
家
庭

の
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
何
年
か
に
一
度

計
画
す
る
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
当
面
は
、
今
年
実
施
し
た
よ
う
な
青
年
の
船
に

管
理
要
員
と
し
て
、
男
女
の
指
導
者
を
加
え
て
い
ま

す
が
、
こ
の
う
ち
婦
人
指
導
者
を
ふ
や
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
一
人
で
も
多
く
婦
人
が
海
外
へ
行
け
る
機
会

を
つ
く
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
は
別
に
、
グ
ル
ー
プ
で
海
外
へ
出
か
け
ら

れ
る
際
に
、
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
も
、
前

向
き
で
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

畜
産
物
は
、
価
格
の
変
動
が
激
し
い
の
で
、
国
の

制
度
と
あ
わ
せ
て
安
定
対
策
を
立
て
て
い
ま
す
。

構
造
改
善
事
業
と
関
係
す
る
大
型
農
業
機
械
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
国
の
採
択
基
準
に
沿

っ
て
補
助
す

る
方
針
で
す
。
た
だ
、
各
地
域
ご
と
に
生
産
基
盤
、

労
働
力
、
流
通
形
態
な
ど
の
条
件
が
異
な

っ
て
い
ま

す
の
で
、
現
地
に
即
し
た
機
械
化
の
体
系
を
う
ち
た

て
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
農
業
改
良
普
及
所
と
農
協
の
営
農

指
導
員
と
が
、
実
態
に
即
し
て
協
力
し
な
が
ら
体
系

婦
人
の
学
習

経
済
成
長
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ

っ
て、

生
活
の
向
上
と
社
会
の
繁
栄
が
も
た
ら
さ
れ
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
も
急
激
に
変
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
生
活
環
境
の
な
か
で
、
く

ら
し
の
問
題
、
こ
ど
も
の
教
育
の
問
題
、
消
費

生
活
の
問
題
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
現
象
が
あ
ら

わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
親
子
の
断
絶
、
人
間
疎
外
、
社
会

連
帯
意
識
の
欠
如
な
ど
、
好
ま
し
く
な
い
問
題

も
お
こ

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
日
常
身
辺
に
お
こ
る
い
ろ
い
ろ
・
な
生

活
課
題
を
と
り
あ
げ
て
、
よ
り
よ
い
生
活
を
営

む
た
め
の
学
習
の
場
が
必
要
に
な

っ
て
き
て
い

ま
す
。

昨
年
実
施
し
た
「
婦
人
の
生
活
と
意
識
調
査
」

に
よ
る
と
、
「
機
会
が
あ
れ
ば
学
習
に
参
加
し
た

い
」
と
希
望
し
て
い
る
婦
人
が
七
二

・
二
は
も

あ
り
ま
す
。

「
老
人
問
題
・
六
つ
の
お
願
い
」

私
は
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
を
し
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
と
要
望
も
あ
り
ま
す
が
、
と
く
に
次
の
こ
と
に

つ
い
て
・
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
老
人
が
集
ま
っ
て
慰
め
、
励
ま
し
あ
う
場
所
を

つ
く
っ
て
欲
し
い
。

一
、
脳
卒
中
患
者
の
人
に
希
望
を
持
た
せ
る
た
め
に

機
能
回
復
訓
練
の
施
設
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
、
働
け
る
老
人
に
仕
事
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
ほ
し

E
L
V
 一

、
老
齢
福
祉
年
金
の
所
得
に
よ
る
格
差
を
な
く
し

て
、
全
て
の
老
人
が
制
度
の
恩
典
に
浴
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
を
ふ
や
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
老
人
を
大
切
に
す
る
運
動
を
お
こ
し
て
く
だ
さ

'
L
V
 

-
知
事
私
が
知
事
に
就
任
し
て
か
ら
、
老
人
に
仕

事
の
あ
っ
せ
ん
を
無
料
で
行
な
う
こ
と
に
し
て
、
非

常
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
市
町
村
で
も
や
り
方
に
よ

っ
て
す
ぐ
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

集
会
場
な
ど
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
新
設
は
す
ぐ

に
は
困
難
で
す
が
、
既
存
の
建
物
の
一
室
を
利
用
す

る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

老
人
を
大
切
に
す
る
運
動
を
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

「
敬
老
の
日
」
も
あ
り
、
婦
人
活
動
の
中
で
老
人
を

大
切
に
す
る
精
神
、
尊
敬
す
る
思
想
を
植
え
つ
け
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

機
能
回
復
仇

νつ
い
て
は
、
現
在
、
小
矢
部
市

を

組

み

立

て

く

方

向

に

も

っ
て
ゆ
き
、
そ
の
体

系
の
中
で
、
補
助
金
に
適
す
る
も
の
は
補
助
金
の
対

象
に
、
融
資
方
法
が
よ
け
れ
ば
融
資
の
対
象
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
下
の
農
家
は
、

一
般
的
に
農
外
所
得
に
よ
り
、

過
剰
に
大
型
の
機
械
を
い
れ
る
傾
向
が
あ
っ
て
、
そ

う
い
う
面
か
ら
過
剰
貧
乏
と
い
う
状
況
も
出
た
の
で

今
後
、
生
産
組
織
単
位
に
あ

っ
た
導
入
を
考
え
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

県
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
望
に
答
え
、
婦
人
学
級
三

O
、
若
妻
教
室
二

O
の
補
助
開
設
を
は
か
り
、
婦
人

の
学
習
機
会
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
県

下
に
は
、
市
町
村
の
自
主
開
設
を
含
め
る
と
、
二
九

九
学
級
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
一
般
家
庭
の
主
婦
約

一
万
六
千
名
が
学
習
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
日
常
生

活
を
め
ぐ
る
共
通
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

問
題
点
を
解
明
し
、
ま
た
は
解
明
へ
の
手
が
か
り
と

し
て
役
立

っ
て
い
ま
す
。

学
習
内
容
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
多
く

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

-
家
庭
の
生
活
設
計
に
関
す
る
も
の
四
ニ
・
八
沌

(
家
庭
の
消
費
生
活
に
関
す
る
も
の
を
含
む
)

-
婦
人
の
健
康
管
理
に
関
す
る
も
の
一
八
・
田
辺

・
婦
人
の
市
民
生
活
に
関
す
る
も
の
一
七
・
四
江

・

趣

味

・

教

養

に

関

す

る

も

の

一

三

・

七

江

・

そ

の

他

七

・

七

江

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
あ

っ
た
と
り
あ
げ
方

と
方
法
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
実
際
に
学
習
し
て
い
る
婦
人
学
級
生
の
感

想
文
の

一
部
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

「
生
涯
教
育
と
私
」
高
岡
市
中
央
婦
人
学
級

前
略
:
:
:
。
私
の
学
ぶ
婦
人
学
級
が
開
設
さ
れ
た
の

品
物
品
併
殺
品
物
品
ザ
品
物
品
物
品
物
品
物
勢
総
品
物
救
緯
樵
韓
韓
緯
品
併
殺
品
物
品
併勢

滑
川
市
・
福
岡
町
・
婦
人
県
政
公
聴
会
か
ら
榊裁偽

物

品
物
品
物
品
物
品
物
品
物
品
物
品
物
品
物
品
併
殺
品
物
品
物
品
物
品
明
品
併
殺
品
物
品
明
韓
稔
品
物
品
物

で
月
三
回
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
療
法
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
単
に
施
設
を
作
る
だ
け
で
は

解
決
で
き
ま
せ
ん
。
医
師
な
ど
の
専
門
家
の
養
成
と

と
も
に
考
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

老
齢
福
祉
年
金
の
格
差
は
、
最
終
的
に
は
撤
廃
の

方
向
へ
進
ん
で
い
く
と
思
い
ま
す
。

老
人
奉
仕
員
は
、
本
年
度
二
四
人
を
増
員
し
、
現

在
全
国
第
五
位
の
普
及
率
で
す
。
今
後
も
実
情
に
あ

わ
せ
て
増
員
し
て
ゆ
き
ま
す
。

「
曹
の
佐
司
と
長
守
斤
っ
ち
つ
ぢ
一

，W
A

一手

E
2
¢
=
F
-
p
u
a
pブ」

最
近
、
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、
幼
児
教
育
に
関
す
る
論
議
が
盛
ん
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
幼
稚
園
・
保
育
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

機
能
を
生
か
し
な
が
ら
、
教
育
の
分
担
を
さ
せ
る
の

か
、
ま
た
、
幼
稚
園
は
定
数
よ
り
入
園
希
望
者
が
多

い
と
き
は
、
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。な

お
、
私
立
の
幼
稚
園
に
対
し
て
、
補
助
金
の
増

額
を
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
:
:
:
。

-
知
事
幼
稚
園
と
保
育
所
は
、
究
極
的
に
は
豊
か

な
人
間
形
成
を
め
ざ
し
て
い
る
も
の
で
す
。

保
育
所
は
も
っ
と
教
育
面
を
、
幼
稚
園
は
保
育
面

に
力
を
入
れ
よ
、
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
が
、
県
と

し
て
は
、
中
央
教
育
審
議
会
の
「
幼
児
教
育
を
一
元

化
」
し
て
い
く
と
い
う
基
本
線
に
沿
っ
て
ゆ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
過
渡
期
と
や
庁
、
幼
稚
園
と
保

育
所
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
な
く
す
る

J
l
b努
め
ま
す
。

「
過
疎
地
の
交
通
の
有
傑
を
」

私
の
部
落
で
は
、
過
去
一
三
年
間
に
三

O
世
帯
が

離
村
し
ま
し
た
。
発
病
し
た
時
と
か
、
高
等
教
育
に

費
用
が
か
さ
む
こ
と
、
冬
季
聞
の
現
金
収
入
が
な
い

こ
と
な
ど
が
主
な
理
由
で
す
。
こ
れ
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
よ
う
に
、
福
岡
|
沢
川
聞
の
パ
ス
を
翌
春
か

ら
廃
止
す
る
と
聞
き
ま
す
。
せ
め
て
一
往
復
だ
け
で

も
、
確
保
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

-
企
画
室
次
長

福
岡
1

沢
川
聞
の
路
線
は
、
小
野

は
、
昭
和
四
十
三
年
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
カ
年
の

歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

女
性
が
共
通
の
場
で
余
暇
を
見
つ
け
て
勉
強
で
き

る
こ
と
は
、
大
き
な
進
歩
で
あ
り
、
ま
た
よ
ろ
こ
び

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
物
質
の
充
足
が
人
間
の

最
大
の
幸
福
で
あ
る
と
酔
い
し
れ
て
い
た
私
の
心
の

窓
を
た
た
い
て
く
れ
た
の
は
、
こ
の
婦
人
学
級
で
し

た
。「

子
ど
も
に
勉
強
を
し
い
る
こ
と
は
と
て
も
簡
単
で

す
が
、
主
婦
に
勉
強
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
む
ず
か

し
い
」
と
述
懐
さ
れ
た
先
生
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
通
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。

学
び
と
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
ほ
ん
の
一
滴

の
水
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
眠

っ
て
い
た
私
の
心
を

よ
び
お
こ
し
、
明
日
へ
の
生
活
の
希
望
と
な
り
ま
す
。

「
生
涯
教
育
L

な
ん
と
よ
い
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
い
つ
か
は
味
わ
わ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
生
涯
の

終
局
に
備
え
て
、
私
は
私
の
わ
か
ら
ぬ
こ
と
ば
か
り

の
日
々
に
何
か
を
求
め
て
、
次
回
の
婦
人
学
級
の
閉

講
を
待

っ
て
い
ま
す
・
:
:
:
:
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
よ
う
と
す

る
婦
人
め
学
習
熱
は
、
年
々
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

私
立
の
幼
稚
園
に
対
し
て
は
、
従
来
よ
り
助
成
が

厚
く
な
っ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
保
育
所
に
く
ら
べ

る
と
ま
だ
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

四
十
七
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
農
作
物
の
出
荷
価
格
安
定
と
、

機
械
導
入
に
一
考
を
」

米
の
生
産
調
整
に
と
も
な
っ
て
、
転
作
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
産
物
や
畜
産
物
を
つ
く
っ
て

も
、
豊
作
貧
乏
に
な
ら
な
い
よ
う
な
価
格
安
定
の
対

策
と
、
農
業
機
械
導
入
に
対
す
る
県
の
方
針
に
つ
い

て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

-
農
業
水
産
部
長
ま
ず
、
米
作
に
つ
い
て
の
考
え

方
と
し
て
、
県
は
将
来
と
も
米
作
県
の
地
位
を
確
保

し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
反
面
、
国
で
は
米
が

余
り
、
こ
こ
数
年
は
生
産
調
整
を
は
か
つ
て
ゆ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
稲
作
転

換
に
対
応
す
る
野
菜
産
地
の
定
着
化
を
考
え
て
い
ま

す。
転
作
物
の
価
格
安
定
策
と
し
て
、
果
樹
に
つ
い
て

は
、
県
独
自
の
対
策
を
今
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
野
菜
に
つ
い
て
は
、
四
十
六
年
度
か
ら
サ

ト
イ
モ
の
ほ
か
七
品
目
を
、
価
格
安
定
基
金
制
度
の

対
象
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
て
内
容
に
ま
だ
不
備

な
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
大
幅
な
充
実
を
は
か
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

-9ー

経
由
と
栃
丘
経
由
の
二
系
統
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
小
野
経
由
の
路
線
は
近
く
廃
止
の
予
定
で
す
が

栃
丘
経
由
の
路
線
は
五
位
ま
で
運
行
し
ま
す
。
五
位

|
沢
川
間
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
加
越
能
鉄
道
、
福

岡
町
、
県
の
三
者
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

県
と
し
て
は
、
な
ん
と
か
し
で
路
線
の
維
持
に
つ

と
め
た
い
考
え
で
す
が
、
最
悪
の
場
合
は
、
町
営
の

パ
ス
を
走
ら
せ
て
、
こ
れ
に
補
助
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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立
山
・
弥
陀
ガ
原
高
原
の
水
を
あ
つ
め
て
、
落
差

三
五
O
U
。
称
名
滝
は
、
立
山

・
黒
部
へ
手
軽
に
行

け
る
よ
う
に
な

っ
て
、
か
え

っ
て
私
達
か
ら
遠
く
は

な
れ
て
じ
ま
っ
た
。

し
か
し
、
は
る
か
大
観
台
か
ら
眺
め
る
と
き
、
信

仰
の
対
象
と
し
て
あ
お
が
れ
た
滝
は
、
前
に
比
し
て

美
し
く
、
尊
厳
に
な

っ
た
の
を
知
る
。

角
川
源
義

大
正
六
年
、
富
山
市
水
橋
町
の
生
れ
。
旧
制
神
通

中
学
、
国
学
院
大
学
国
文
科
を
卒
業
後
、
東
亜
学
校

教
授
。

戦
後
、
角
川
書
庖
を
創
立
。

「
昭
和
文
学
全
集
」

「
角
川
文
庫
」
で
今
日
の
大
を
築
く
。
国
文
学
者
、

俳
人
と
し
て
も
有
名
で
、
著
書
多
数
。
国
学
院
大
学

名
誉
教
授
、
文
学
博
士
。
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12月11日今1月10日

十
二
月
一
一
日
年
の
船
展
ひ
ら
く

県
青
年
の
船

1
・」
、
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
韓

国
、
台
湾
、
香
港
の
三
カ
国
を
回

っ
て
き
た
第
一
回

青
年
の
船
の
報
告
と
、
来
年
ソ
連
を
訪
、ず
れ
る
第
二

回
の
広
報
と
を
兼
ね
た
も
の
で
、
宝
真
、
民
芸
品
な

ど
を
は
じ
め
多
く
の
参
考
品
が
展
示
さ
れ
た
。

十
二
月
一
四
日
県
議
会

定
例
県
議
会
は
、
四
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
五
四
億
六
、
二
三
二
万
円
な
ど
二
十
八
の
全
案
件

を
原
案
ど
お
り
可
決
、
イ
病
患
者
救
済
の
決
議
、
鉱

業
法
の
改
正
な
ど
の
意
見
書
の
採
択
し
た
。
ま
た
、

副
議
長
に
笹
島
太
一
氏
(
自
民
)
を
選
ん
で
一
週
間

に
わ
た
る
会
期
を
閉
じ
た
。

十
二
月
一
五
日
愛
車
一
自
体
み
の
日

北
陸
三
県
ノ

i
カ
l
・
デ
l
で
県
で
は
「
愛
車

一

日
休
み
の
日
」
と
し
て
全
県
下
に
展
開
し
た
。

こ
の
日
、
知
事
も
歩
い
て
登
庁
、
運
動
に
協
力
し
た
。

自
粛
は
官
公
庁
が
九
七

・
五
は
に
達
し
た
が
、
交

通
量
は
目
標
五

O
ば
に
反
し
富
山
市
の
国
道
で
一
一

・
六
江
、
高
岡
市
で
五

・
二
江
の
減
少
に
と
ど
ま

っ

青年の船展ひらく

た
o

h
ノ

十
二
月
一
五
日
食
品
の
年
末
年
f
a、っ
せ
い
取
締
り

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
食
中
毒
事
故
な
ど
を
防

ご
う
と
一
五
日
か
ら
一
カ
月
間
、
県
下
一
せ
い
に
食

品
や
添
加
物
の
検
査
、
庖
の
衛
生
状
態
の
監
視
が
は

い
)
宇
品

つ

れ
~
。

厚
生
部
長
を
先
頭
に
デ
パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
、
食

品
製
造
販
売
業
な
ど
を
ま
わ
り
、
廃
棄
処
分
、
文
書

処
分
が
行
な
わ
れ
た
。

十
二
月
一
八
日
富
山
県
統
計
図
表
展

統
計
の
理
解
と
認
識
を
深
め
よ
う
と
、
富
山
市
の

産
業
奨
励
館
で
統
計
図
表
展
が
ひ
ら
か
れ
た
。

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
秀
作
品
な
ど
が
展
示

さ
れ
、
先
生
に
引
率
さ
れ
た
生
徒
た
ち
で
に
ぎ
わ

っ
た
。

+
二
月
二
五
日
県
内
人
口
一

O
三
万
人

県
は
十
月

一
日
現
在
の
人
口
統
計
調
査
の
結
果
を

発
表
し
た
。
総
人
口
は

一
O
三
万
七
、
四
九
五
人
と

な
り
、
増
加
率
は

0
・
八
江
、
昭
和
三
十
五
年
以
来

大
は
ば
の
増
加
を
み
た
。

十
二
月
二
八
日
敵
会
始
め
入
選
者
に
黒
田
さ
ん

愛車一日休みの日

皇
室
恒
例
の
新
春
行
事
「
歌
会
始
め
」
は
一
月
一
四

日
と
き
ま
り
、
今
春
の
お
題
「
山
」
に
富
山
市
大
泉

町、

高
校
職
員
、
黒
田
義
之
さ
ん
ら
一

O
人
が
入
選

者
に
決
ま

っ
た
。

一
月
四
日
中
田
知
事
が
新
年
所
感

中
田
知
事
は
新
年
に
あ
た
り
、
老
人
福
祉
対
策
を

重
点
目
標
に
、
自
然
保
護
条
例
を
九
月
ま
で
に
制
定

し
た
い
、
当
初
予
算
は
九
百
億
円
台
を
考
え
て
い
る

な
ど
新
年
の
所
信
を
述
べ
た
。

一
月
六
日
暖
か
い
寒
の
入
り

雪
の
な
い
正
月
か
ら
そ
の
ま
ま
つ
守つ
い
て
県
下
の

最
低
気
温
は
平
年
よ
り
四
度
も
高
い
三

l
七
度
と
、

厳
冬
の
気
配
が
全
く
な
く
暖
か
い
寒
の
入
り
を
迎
え

た。一
月
六
日
恒
例
の
消
防
出
ぞ
め
式

県
下
の
各
市
町
村
の
ほ
と
ん
ど
の
消
防
団
で
は
六

日
、
出
ぞ
め
式
を
行
な

っ
た
。
各
消
防
団
で
は
氏
神

な
ど
で
無
火
災
祈
願
を
し
た
あ
と
、
は
だ
か
放
水
を

は
じ
め
各
地
で
勇
壮
な
い

っ
せ
い
放
水
ピ
ル
火
災
訓

練
な
ど
を
行
な
い
、
越
中
消
防
の
心
意
気
を
示
し
た
。

- 14-

食品の年末年始いっせい取締り

中田知事が新年所感



て
お
き
た
い

ン
グ
の
知
識

，-何秒

矢口
つ

ク
リ

l
、.圃圃.

、-

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
庖
の
利
用
が
ふ
え
る
と
と
も
に
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
ト
ラ
ブ
ル
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
を
信
用
し
て
ま
か

せ
る
よ
り
し
か
た
な
い
わ
け
で
す
が
、
利
用
者
も
こ

ん
な
こ
と
ぐ
ら
い
知
っ
て
い
た
ら
、
ト
ラ
ブ
ル
が
防

げ
た
の
に
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
予
防
の
た
め
に
〉

V
ポ
リ
袋
は
運
搬
袋

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
袋
は
、
品
物
を
汚
さ
・
な
い
た
め
の

も
の
で
、
こ
れ
に
保
存
し
て
お
け
ば
だ
い
じ
よ
う
ぶ

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
袋

は
外
か
ら
の
湿
気
を
完
全
に
防
、
ぎ
ま
す
が
、
内
側
に

あ
る
湿
気
も
逃
が
さ
な
い
の
で
、
衣
服
が
か
ぴ
た
り

変
色
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

V
ア
セ
テ
ー
ト
、
ナ
イ
ロ
ン
の
変
遷
色

ナ
イ
ロ
ン
、
ア
セ
テ
ー
ト
の
衣
服
を
し
ま
う
時
、

パ
ラ
ジ
ク
ロ
ー
ル
ベ
ン
ゼ
ン
の
防
虫
剤
を
使
用
す
る

と
変
色
し
ま
す
。
ま
た
、
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
燃
焼
ガ

ス
や
排
気
ガ
ス
に
あ

っ
て
も
、
色
、が
あ
せ
ま
す
。
な

節
分
を
、
節
替
わ
り
と
い
う
の
が
古
い
名
で
あ
る

ら
し
い
。
こ
の
日
は
社
寺
や
家
々
で
も
、
追
慌
の
行

事
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
今
日
の
鬼
は
、
い
り
豆
ぐ

ら
い
で
退
散
す
る
も
の
か
ど
う
か
。
節
分
は
、
要
す

る
に
、
冬
か
ら
春
を
迎
え
る
季
節
の
か
わ
り
目
に
、

邪
気
を
は
ら
う
た
め
の
一
つ
の
方
式
で
あ

っ
た
ら
し

節
分
の
翌
日
は
立
春
、
だ
。
吹
雪
に
明
け
暮
れ
た

一

月
が
二
月
に
移
る
と
、
今
ま
で
見
ら
れ
な
か

っ
た
青

空
が
、
灰
色
の
重
い
雲
の
聞
か
ら
時
折
り
顔
を
見
せ

待
ち
あ
ぐ
ん
だ
春
、
が
、
は

っ
き
り
見
え
て
く
る
。
こ
と

に
、
私
の
住
ん
で
い
た
海
辺
の
黒
部
市
生
地
は
雪
の

ぢ者た

先〉
京広

~ --;;..--

県
史
編
ざ
ん
室
主
査
)

少
な
い
と
ご
ろ
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
春
は
ど
こ
よ
り

も
一
足
さ
き
に
や
っ
て
く
る
。
今
日
こ
の
ご
ろ
は
薄

日
な
が
ら
積
も

っ
た
雪
も
目
立

っ
て
解
け
は
じ
め
、

黒
々
と
し
た
土
肌
を
発
見
し
た
と
き
ほ
ど
、
雪
国
の

人
た
ち
を
喜
ば
せ
る
も
の
は
な
い
。
ジ
ッ
と
黒
土
を

見
つ
め
、
そ
し
て
ソ

ッ
と
土
の
上
に
足
を
の
せ
て
み

る
。
こ
の
感
触
は
農
業
に
た
ず
さ
わ
る
人
の
み
が
知

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
音
も
な
く
、
し
の
び
よ
る
春
に

人
々
の
気
持
ち
も
、
の
ど
か
に
ふ
く
ら
ん
で
は
ず
ん

で
く
る
。

雪
深
い
利
賀
村

τ七
、
春
の
初
め
の
初
午
は
、
昔

は
旧
正
月
十
五
日

F
子

、
A
7
は
新
暦
の

一
月
十
五

ん
と
も
な
い
よ
う
ド

見
え
る
も
の
で
も
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

っ
て
は

っ
き
り
出
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

V
ド
ラ
イ

・
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
で
き
な
い
も
の

O
ビ
ニ
ー
ル
レ
ザ

l
(
硬
化
す
る
)

O
顔
料
染
料
(
溶
解
変
色
す
る
)

O
ゴ
ム
(
硬
化
す
る
)

O
ス
チ
ロ
ー
ル
樹
脂
:
・
ボ
タ
ン
な
ど
(
溶
解
す
る
)

こ
れ
ら
を
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
品
に
つ
け

る
と
、
ど
う
い
う
洗
濯
も
で
き
ま
せ
ん
。

V
白
い
ウ
l
ル
地
の
黄
変

白
い
ウ
l
ル
地
は
、
ど
れ
も
蛍
光
染
料
が
使
用
し

て
あ
り
ま
す
。
洗
う
た
び
に
蛍
光
染
料
が
し
だ
い
に

落
ち
て
き
ま
す
か
ら
、
上
下
そ
ろ
い
の
服
で
、

一
方

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
回
数
が
違
う
と
、
一
方
の
鮮
度

日
に
行
な

っ
て
い
る
。

の
り
こ
ん
だ
、
の
り
こ
ん
だ
、
お
馬
が
乗
り
こ

ん
だ
、
春
の
初
め
の
初
午
な
ん
ぞ
、
云
々

と
、
大
勢
の
子
供
た
ち
が
、
沓
ば
き
の
ま
ま
各
家

々
に
上
り
こ
ん
で
初
午
を
祝
う
。
一

人
の
小
供
が
、

祝
詞
を
奏
上
す
れ
ば
、
他
の
二
人
が
ワ
ラ
馬
を
、
唄

に
あ
わ
せ
て
面
白
く
舞
わ
せ
る
。
唄
の
内
容
は
、
蚕

が
沢
山
ふ
え
、
桑
を
よ
く
た
ベ
、
立
派
な
ま
ゆ
を
つ

く
り
、
こ
の
家
が
栄
え
る
よ
う
に
、
と
の
意
味
の
唄

で
あ
る
。

。。。

そ
れ
に
続
い
て
、

き
ま
し
た
、
き
ま
し
た
、
ほ

っ
と
き
ま
し
た
、
当

年
の
福
俵
で
ご
ざ
る
云
々

こ
の
唄
に
あ
わ
せ
て
、
稲
刈
り
や
農
作
の
俵
を
か
つ

い
で
、
転
、げ
こ
む
し
ぐ
さ
を
す
る
こ
の
行
事
は
、
み

ん
な
春
の
農
事
に
先
が
け
て
、
豊
年
を
祈
る
ま
つ
り

で
、
養
蚕
の
さ
か
ん
な
と
こ
ろ
で
は
、
蚕
の
神
を
ま

つ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
近
年
ま
で
、
装
飾
し
た

小
さ
い
米
俵
を
二
つ
振
り
わ
け
に
し
て
点
々
を
訪
ね

で
き
た
の
も
、
利
賀
の
初
午
と
共
通

f
kも
の
だ
。

が
落
ち
て
見
え
ま
す
。
な
る
べ
く
上
下
そ
ろ
い
で
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
で
す
。

V
衣
服
に
つ
く
と
変
色
さ
せ
る
も
の

化
粧
水
(
香
水
)
・
パ
ー
マ
液
が
衣
服
に
付
着
し

た
ま
ま
日
時
を
経
過
し
た
も
の
は
、
ド
ラ
イ
・
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
す
る
と
変
色
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ベ
と
つ
か
な
い
整
髪
料
が
つ
い
た
部
分
は
染
料

が
ゆ
る
み
、
ド
ラ
イ

・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
と
、
色

が
ス

ッ
ポ
リ
と
抜
け
て
し
ま
い
ま
す
。

〈
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
時
の
注
意
〉

幼
い
こ
ろ
、
獅
子
舞
や
猿
廻
し
な
ど
の
、
旅
芸
人
の

訪
れ
が
、
春
の
さ
き
ぶ
れ
と
さ
え
思

っ
て
い
た
。
五

箇
山
の
「
マ
イ
マ
イ
」
の
一
節
に

伊
勢
の
太
夫
様
ナ
l

春
日
に
ご
ざ
れ
候
ば
え

春
は
日
も
よ
し
ナ
ー
そ
の
日
も
長
く
候
ば
え

雪
深
い
五
箇
山
に
、
伊
勢
の
太
夫
が
大
神
宮
の
お

札
を
配
り
に
く
る
の
が
春
の
さ
き
ぶ
れ
で
あ

っ
た
。

い
ま
は
春
を
つ
げ
る
旅
芸
人
に
か
わ

っ
て
、
花
売
り

が
や

っ
て
く
る
。
桜
草

・
サ
ィ
、不
リ
ヤ

・
シ
ク
ラ
メ

ン
・
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の
草
花
を
篭
い

っ
ぱ
い
に
あ
ふ
れ
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。

さ
せ
て
や

っ
て
く
る
。

こ
の
ご
ろ
の
暖
か
さ
で
は
、
き

っ
と
フ
キ
ノ
ト
ウ

が
、
消
え
か
か

っ
た
雪
の
下
か
ら
頭
を
も
た
げ
て
き

た
ろ
う
。
枯
草
の
あ
い
だ
か
ら
、
浅
緑
の
拳
が
ヌ

ッ

と
伸
、び
あ
が

っ
た
姿
は
新
鮮
で
た
く
ま
し
い
。
雪
国

の
人
た
ち
は
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
見
つ
け
る
と
、
と
て
も

喜
ぶ
。
い
よ
い
よ
春
だ
と
い
う
確
信
が
得
ら
れ
る
か

ら
だ
。
家
の
戸
口
に
張

っ
た
「
立
春
大
吉
」
も
、
よ

う
や
く
雪
国
の
春
に
ピ

ッ
タ
リ
す
る
よ
う
に
な

っ
て

き
た
。

ま つ ら場 ..../'-.. 、 周 圃圃圃圃圃圃圃園直也 ι『咽圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園圃圃圃圃圃圃圃圃.. ... 
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。りが点上上ちク 、需 型たツケ
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困の出、 の おいくてに 場 こなでたが かタ りくい て 色そのす
難所しす 場 きたあい出 所 とく使とと らン まなる か をのポる
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ご質問に
お答えします

国
最
近
、
不
動
産
に
対
す
る
需
要
が
急
激
に
増
加

す
る
と
と
も
に
、
宅
地
・
建
物
の
取
引
き
が
複
雑
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
取
引
き
に
関
す
る
紛

争
も
増
加
し
、
購
入
者
が
損
害
を
受
け
る
ケ

l
ス
も

多
く
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
の
十
二
月
十
五
日
か
ら
、
宅
地
建
物
取
引
業
法

が
改
正
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
点
が
変

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

置
宅
地
建
物
取
引
業
法
は
、
購
入
者
が
大
き
な
損

害
を
受
け
る
ケ

l
ス
が
続
発
す
る
と
い
う
事
情
と
背

景
を
も
と
に
、
業
者
の
業
務
の
適
正
化
と
取
引
き
を

公
正
に
行
な
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
購
入
者
を
保
護
し

宅
地

・
建
物
の
流
通
の
円
滑
化
を
図
る
と
い
う
目
的

で
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。
改
正
さ
れ
た
主
な
点
は

次
の
と
お
り
で
す
。

困
業
者
が
免
許
の
取
り
消
し
な
ど
を
受
け
た
場
合

新
た
に
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
を

二
年
か
ら
三
年
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
免
許
の
申
請
に
際
し
て
、
審
査
の
対
象

を
相
談
役
、
顧
問
は
も
ち
ろ
ん
、
二
疋
の
使
用
人

に
ま
で
拡
げ
、
人
的
構
成
の
面
か
ら
も
、
免
許
の

要
件
が
き
び
し
く
な
り
ま
し
た
。

園
取
引
き
業
の
免
許
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
免
許

の
名
義
を
他
人
に
貸
し
て
営
業
を
さ
せ
る
、
い
わ

ゆ
る
名
義
貸
し
が
、
明
文
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
ま

?
し
れ
~
。

圃
取
引
き
主
任
者
に
つ
い
て
は
、
新
し
く
都
道
府

県
知
事
へ
登
録
す
る
制
度
を
設
け
、
常
に
取
引
き

主
任
者
で
あ
る
と
い
う
証
明
書
を
携
帯
す
る
義
務

を
課
し
、
重
要
事
項
の
説
明
お
よ
び
物
件
の
説
明

書
な
ど
を
購
入
者
な
ど
へ
交
付
す
る
際
、
書
類
に

は
取
引
き
主
任
者
の
記
名
捺
印
を
行
な
わ
せ
、
職

務
責
任
の
明
確
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

圃
マ
ン
シ
ョ
ン
分
譲
や
宅
地
分
譲
な
ど
に
お
い
て

大
幅
な
設
計
変
更
な
ど
に
よ
る
紛
争
が
生
じ
や
す

く
、
と
く
に
開
発
許
可
や
建
築
確
認
を
受
け
る
前

に
、
不
測
の
損
害
を
与
え
る
恐
れ
が
実
き
い
の
で

造
成
ま
た
は
建
築
仕
事
に
必
要
な
許
可
を
受
け
た

後
で
な
け
れ
ば

TL告
や
売
買
あ
る
い
は
そ
の
媒

ggug---・・・・・・・・ωe・888838833333・・・"g83838占)商・・・・・・・・・・・・11111111111ノ t、、/同 gg3333888833
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「
青
年

7
1ぢ
に
」

愛
と
繁
栄
を
基
調
と
し
た
県
政
の

一
環
と
し
て
、

こ
の
た
び
、
第
一
回
富
山
県
青
年
の
船
派
遣
事
業
が

実
行
さ
れ
、
若
者
の
限
り
な
い
夢
を
の
せ
て
、
韓
国

・
台
湾
・
香
港
と
、
三
国
を
十
二
日
間
、
九

O
名
と

い
う
大
世
帯
で
旅
し
て
き
ま
し
た
。
さ
い
わ
い
に
、

私
も
こ
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が

い
ま
ま
で
、
あ
ま
り
に
、
県
政
に
対
し
て
無
関
心
で

し
た
か
ら
、
青
年
の
船
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、

遠
い
存
在
で
あ

っ
た
県
庁
に
も
、
い
く
度
か
出
入
り

す
る
こ
と
で
、
青
年
の
船
の
名
誉
団
長
と
な
ら
れ
た

中
田
知
事
を
は
じ
め
、
青
少
年
課
長
や
係
長
な
ど
、

県
の
職
員
の
方
々
に
も
接
す
る
機
会
を
多
く
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
年
令
も
違
い
、
地
域
も
職

場
も
違
う
多
く
の
友
を
得
、
い
ま
ま
で
の
視
野
の
せ

ま
か

っ
た
自
分
を
深
く
反
省
し
て
い
る
今
日
こ
の
ご

ろ
で
す
。

県
の
行
事
に
参
加
し
た
と
い
う
こ
と
で
、

A
7
で
は

新
聞
や
テ
レ
ビ
に
も
、
青
少
年
問
題
や
教
育
問
題
な

ど
、
以
前
か
ら
み
ま
す
と
、
ず
い
ぶ
ん
と
関
心
を
し
め

す
よ
う
に
な
り
、
他
県
の
事
で
も
、
自
然
に
、
富
山

県
と
比
較
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
富
山
県
の
青
年
の
た
め
の
行
事
に
参
加
し

て
、
こ
ん
な
に
も
得
る
も
の
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と

そ
し
て
、
県
政
に
対
し
て
目
ざ
め
た
と
い
う
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
。
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
ど
し
ど

し
広
い
分
野
の
青
年
た
ち
を
、
外
国
へ
派
遣
す
る
だ

介
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

圃
契
約
内
容
の
適
正
化
を
図
り
ま
し
た
。

川
売
買
契
約
に
お
い
て
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
や

違
約
金
の
定
め
を
す
る
と
き
に
は
、
入
金
の
額

の
二
割
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

同
手
付
け
に
解
約
手
数
料
と
し
て
の
性
格
を
与
え

る
と
と
も
に
、
業
者
の
受
領
で
き
る
額
は
代
金

の
二
割
以
内
に
な
り
ま
し
た
。

り
暇
庇
担
保
責
任
に

つ
い
て
、
そ
の
期
聞
を
引
き

渡
し
か
ら
二
年
間
以
上
か
、
発
見
時
か
ら
一
年

間
の
、
い
ず
れ
か
と
し
、
責
任
の
内
容
に
つ
い

て
も
買
主
に
不
利
な
特
約
を
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
割
賦
販
売
を
し
た
場
合
に
は
、
買
主
が
賦
払
金

の
支
払
い
遅
滞
が
あ

っ
た
と
き
で
も
、

三
十
日

以
上
の
催
告
期
間
を
置
い
て
か
ら
で
な
け
れ
ば

契
約
解
消
が
で
き
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

附
割
賦
販
売
な
ど
で
、
業
者
が
代
金
の
十
分
の
三

を
受
給
し
、
引
き
渡
し
も
済
ん
で
い
る
場
合
、

所
有
権
留
保
や
譲
渡
担
保
を
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

付
宅
地
建
物
の
い
わ
ゆ
る
青
田
売
り
に
お
い
て
は

一
定
の
保
全
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
買
主
か

ら
前
金
を
受
け
と
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

川
業
者
の
事
務
所
・
案
内
所
な
ど
に
つ
い
て
も
、

あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
所
在
地
、
業
務
内
容
な
ど

を
、
免
許
権
者
と
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に

届
け
出
る
義
務
を
課
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

改
正
の
概
要
は
以
上
の
と
お
り
で
す
が
、
詳
し
い

こ
と
は
、
県
建
築
住
宅
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

。

国

私

は

、
本
年
三
月
に
公
立
学
校
を
退
職
し
ま
し

た
。在

職
中
は
、
公
立
学
校
共
済
組
合
の
社
会
保
険
を

利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
一
日
か
ら
同
組
合
の

交
付
し
た
継
続
療
養
証
明
書
に
よ
っ

r、
社
会
保
険

を
続
け
て
い
ま
す
。

け
で
な
く
、
国
内
や
県
内
で
も
よ
い

E
Jか
ら
、
交

流
を
も
一つ
機
会
を
あ
た
え
て
く
だ
さ
'
た
ら
、
ど
ん

な
に
す
ば
ら
し
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

論
ず
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
事
に
あ
た
り
、
人

に
接
し
て
ゆ
く
中
か
ら
、
人
間
は
も
の
を
考
え
、
進

歩
し
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

次
の
時
代
を
に
な
う
青
年
た
ち
が
、
よ
り
多
く
、

自
分
の
殻
に
と
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
、
こ
の
た
び
私

が
感
じ
た
思
い
を
味
わ
え
る
機
会
が
多
く
あ
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
。

富
山
市
大
町
一

O

平

井

幹

子

占

円

安

安

食

会

開

* 
「
県
政
に
望
む
こ
と
」

地
方
自
治
行
政
を
一
つ
の
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
に
置
き
か

え
て
み
る
な
ら
、
項
上
が
県
政
で
、
一
番
下
の
底
辺

部
は
、
私
た
ち
一
般
社
会
の
生
活
体
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
い
い
か
え
れ
ば
、
県
政
を
支
え
て
い
る
も
の
は

私
た
ち
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
代
社
会
に
あ
っ
て

私
た
ち
は
政
治
に
対
す
る
関
心
が
深
ま

っ
て
き
た
こ

と
は
事
実
で
す
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
無
関
心
な
人

び
と
の
存
在
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
と

く
に
、
わ
れ
わ
れ
現
代
の
青
年
た
ち
に
よ
く
見
受
け

ら
れ
る
の
は
、
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
す
。
そ
の
根

本
的
原
因
は
何
か
と
い
う
な
ら
ば
、
種
々
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
だ
が
大
き
く
二
つ
に
区
分
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
、
現
代
の
青
年
た
ち
は
戦
後

の
発
展
期
の
中
で
成
長
し
て
き
た
こ
と
で
す
。
い
わ

ゆ
る
今
の
流
行
語
で
い
う
と
、
「
戦
争
を
知
ら
な
い

子
ど
も
た
ち
」
な
わ
け
で
す
。
現
代
の
目
ま
ぐ
る
し

い
経
済
発
展
、
国
際
情
勢
の
動
向
の
中
に
生
き
て
い

る
人
び
と
は
、
利
己
的
に
な
り
、
自
分
さ
え
よ
け
れ

ば
と
い
う
考
え
か
ら
、
自
然
に
政
治
に
対
す
る
関
心

こ
の
た
び
、
役
場
か
ら
強
制
的
に
国
民
健
康
保
険

に
加
入
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
に
強
制

的
に
加
入
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
法
的
規
制
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

属
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
く
て
も
よ
い
人
は

一
、
す
で
に
他
の
医
療
保
険
(
政
府
ま
た
は
組
合
管

掌
の
健
康
保
険
)
に
加
入
し
て
い
る
人

一
、
国
家
公
務
員
・
地
方
公
務
員

・
私
立
学
校
職
員

・
公
共
企
業
体
職
員
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
人

一
、
船
員
組
合
・
日
雇
労
働
者
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人

一
、
公
的
扶
助
(
生
活
保
護
な
ど
)
を
受
け
て
い
る

人
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

国
民
健
康
保
険
法
第
五
条
に
よ
り
、
そ
の
人
の
意
思

に
関
係
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
市

町
村
が
行
な
う
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

ご
質
問
の
場
合
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
資
格
は

退
職
前
に
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
の
継
続
療
養
証

明
の
有
効
期
限
の
日
の
翌
日
か
ら
生
ず
る
の
で
は
な

く
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
ま
た
は
国
家
公
務

員
共
済
組
合
法
に
よ
り
、
退
職
し
た
日
の
翌
日
か
ら

組
合
員
の
資
格
を
失
な
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
退
職

さ
れ
た
日
の
翌
日
か
ら
掛
け
金
の
納
入
義
務
が
生
ず

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
退
職
時
現
在
、
継
続
中
の
病

気
に
つ
い
て
は
、
退
職
し
た
日
か
ら
五
年
間
、
い
ま

ま
で
の
社
会
保
険
で
療
養
が
う
け
ら
れ
ま
す
が
、
あ

ら
た
な
疾
病
に
か
か

っ
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
証

書
が
必
要
と
な
る
の
で
す
。
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が
希
薄
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
に
は
、
政
治
そ
の
も
の
に
魅
力
が
な
い
こ

と
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
行
政
に
た
ず
さ
わ
る
人
び

と
が
今
ま
で
一
般
社
会
の
意
見
を
聞
き
、
そ
れ
に
対

す
る
見
解
を
示
し

て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
科
学
技

術
、
文
化
な
ど
の
進
展
に
よ
り
、
政
治
内
容
も
、
公

害
問
題
、
自
然
保
護
な
ど
の
問
題
に
変
遷
し
、
「
聞

く
政
治
」
よ
り
も
「
見
る
政
治
」
に
な
っ
て
き
た
こ

と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
「
触
れ
る
政
治
」
に
な
る
こ
と
が

唯
一
の
魅
力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す。

青
年
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
生
活
圏
を
ふ
り
か
え
り

そ
の
周
り
に
あ
る
種
々
の
問
題
に
直
面
し
て
、
認
識

を
深
め
、
地
方
自
治
行
政
の
基
盤
を
確
立
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
行
政
に
た
ず
さ
わ
る
人

び
と
は
、
そ
の
問
題
に
関
し
て
自
分
が
そ
う
い
う
立

場
に
置
か
さ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
ど
う
な
る
か
、
つ

ま
り
「
触
れ
て
み
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
よ
く
理
解

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
上
と
下
と
の
連
絡
が
確
立
さ
れ
、
地
方
自

治
行
政
の
真
の
姿
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
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* 

西
砺
波
郡
福
岡
町

自

営

業

倉
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問
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かしごい涜費生活農

(富山祭移動涜費生活セシター)

写真 (上)かしこい消費者になるために、研修にどしどし参加を。

(下)(右)生活必需品に対するテスト。不良品があばかれる。

(左)各地で行なわれる移動消費生活センター。身近な問題だけに熱が入る。
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かしこい消費者づくりに全力投球
消費者のたよりになるトリデとして、昭和46

年 7月、県民会館の中に開設された。

はんらんする商品、大量消費時代にあ ってパ

ネルや実物によ って、正確な情報の提供をはか

り、業者と消費者の聞に立って、苦情の処理と

互庁、の利益をまもる 。

ら兵スト室では、持ち込み商品、試し買いした

ao f 
f 
事

食品・繊維製品、電気器具などについて、品質

性能・安全性・事故原因を究明する 。

さらに、かしこい消費者づくりにと、移動消

費生活センターとあわせて、消費生活リーダー

講習会、くらしの一日講座などを設け、消費者

の保護と向上につくしている 。

(下) パネルや商品によって、正確な情報の提供をはかる。

a・陣



や
が
て
、
日
が
お
ち
て
、
東
の
山
あ
い
に
ポ

ッ
カ

リ
と
、
美
し
い
お
月
様
が
顔
を
出
し
た
。
六
兵
衛
は

妻
を
さ
そ

っ
て
庭
へ
出
る
と
、
今
日
も

一
日
無
事
に

送
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝
し
よ
う
と
、
月

に
向

っ
て
手
を
あ
わ
せ
た
。

そ
の
時
で
す
。
い
つ
も
西
の
空
に
ま
た
た
い
て
い

る
大
き
な
殿
様
星
に
、
縄
が
か
か

っ
て
い
る
の
を
見

た
。
六
兵
衛
夫
婦
は
驚
い
て
家
に
か
け
こ
み
、

「
加
賀
の
殿
様
に
な
に
か
悪
い
こ
と
が
起

っ
た
に

違
い
な
い

。
さ
あ
、
大
変
だ
。
ど
う
し
よ
う
。
ど
う

し
よ
う
」
と
、
妻
と
も
ど
も
に
心
配
し
て
、
お
ろ
お

たりな きるで儀 っ ていし だうに城のとあ えの
。にい口そふ・きした六もたまさつ日た端時たちしぬ人芝

しとごうと・なてが兵ら、いすたもどの間ずらかい々り
て何もにん・かい、衛お六、が。暮り町がねのしたの日らりめこ「こ貧
、度りももっる心はう兵ちの れつのする村、自生 で の に れ 乞 っ し
ゅもなななた旅は、と衛よ殿 よい奥 つう、山慢活かあまはが食そい
か念がかけ。人や夜立のう様 うた、かちこまのをねるま藩殿のり旅
板をら つ れそをさ具ち家ども と時二りにちた足調て 。に内様い加人
のお六たぼうとしさよに目困 すは ツ 遅、ら山にベか 見をのな賀の
上し兵 。 、かでかえっ泊につ る、屋れ予ののまた主 てく政いの姿
に て 衛 満 と も つもなめって 頃も村、定村けかい気 まま治国殿に
寝かは 足い断たた》 圃』 わせとに わな目づ様身
て ら 、 なつわのな . して思か るく標くがを
も、な 食てるでい - .. 畠 い歩 っ か必、でり城変
長縄に 事、よ、貧 AiI富岡圃・ 道きた つ 要そあ L をえ
うをひ の旅う日乏 /S1R 可"........ のつ殿で がれり 出て
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しわき でせは難だ {I 1" ¥ 崎E 、-‘て 。鍛奥 かあた

ま
せ
ん
か
。

満
天
に
き
ら
め
く
星
の
下
で
、
夫
婦
は
「
加
賀
様

ご
安
泰
」
と
涙
を
流
し
て
喜
び
あ
う
。

こ
れ
は
、
殿
様
が
、
枕
に
し
て
い
た
縄
を
は
ず
し

た
か
ら
な
の
で
あ
る
。

人
び
と
の
あ
り
の
ま
ま
の
生
活
を
見
て
ま
わ

っ
た

殿
様
は
、
人
び
と
の
幸
福
の
た
め
に
知
恵
を
し
ぼ

っ

て
、
よ
い
政
治
を
さ
れ
た
の
で
、
平
和
な
日
々
が
続

い
た
。
そ
ん
な
時
、
突
然
、
村
役
の
人
が
六
兵
衛
の

家
へ
き
て
、

「
お
前
が
悪
い
こ
と
を
す
る
と
は
思
え
な
い
が
、

殿
様
か
ら
お
城
へ
こ
い
と
の
ご
命
令
じ
ゃ
」
と
、
心

配
そ
う
に
い
い
わ
た
し
た
。

ま

っ
さ
お
に
な

っ
て
金
沢
城
へ
呼
び
出
さ
れ
た
六

兵
衛
は
、
大
そ
う
な
も
て
な
し
を
受
け
た
う
え
、

「
神
仏
を
う
や
ま
い
、
人
び
と
に
は
情
深
く
、
家

業
に
精
進
し
て
、
し
か
も
私
欲
が
な
い
。
と
く
に
藩

主
を
思
う
心
は
、
ま
こ
と
に
切
々
た
る
も
の
が
あ
る
。

世
の
宝
と
は
か
か
る
人
物
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
」
と
、

お
ほ
め
の
こ
と
ば
と
と
も
に
、
盛
新
村
草
高
五
拾
石

と
、
林
道
村
草
高
一
石
を
賜
わ
っ
た
。

た
だ
、
ど
う
し
て
殿
様
が
、
山
奥
の
正
直
な
百
性

の
こ
と
を
知

っ
て
い
た
の
か
、
家
来
た
ち
も
、
村
や

町
の
人
び
と
も
、
そ
れ
よ
り
も
六
兵
衛
自
身
が
さ
っ

ぱ
り
わ
か
ら
な
か

っ
た
と
い
う
。

精

神

開

発

研

究

委

員

成

瀬

昌

一

不

越中の箔説

ろ
声
で
相
談
し
、

「
ど
う
か
、
お
殿
様
が
ご
無
事
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
:
:
:
」
一
心
に
仏
様
に
お
祈
り
を
始
め
た
。

隣
室
で
、
こ
れ
を
聞
い
て
い
た
殿
様
は
、

「
も
う
一
度
、
庭
に
出
て
空
の
星
を
見
て
ご
ら
ん

:
:
」
と
、
声
を
か
け
た
。

六
兵
衛
夫
婦
が
、
お
そ
る
お
そ
る
庭
に
出
て
み
る

と
、
殿
様
星
に
か
か

っ
て
い
た
縄
が
、
い
つ
の
間
に

消
え
た
の
か
、
す

っ
き
り
と
晴
れ
わ
た

っ
た
夜
空
に

い
つ
も
よ
り
一
段
と
美
し
く
輝
い
て
い
る
で
は
あ
り

で糸魚川

トフし宣J宇
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レ71~
dl~ス

へ粟
巣
野
ス
キ

l
場
〉

・
地
鉄
江
山
線

・
粟
巣
肝
駅

F
章、

徒
歩
て

.0八刀

・
変
化
に
白
ん
だ
コ
ー
ス
と
、
雪
氏

が
良
い
ナ
イ
タ
ー
設
備
も
あ
り

訓
介
に
す
い
て
い
る

-
リ
フ
ト
:
・

4

・基

-
旅
館
:
・

・
民
前
二
ハ
軒
光
山
・

休
恕
所

・
珍
時
小
ム
平
い
い
も
あ
る

-
肘
川
市
:
・隔
楽
坂
ス
キ
l
場
利
用

〈宇
奈
月
温
泉
ス
キ

l
場
〉

・
地
鉄
本
線

・
宇
奈
月
駅
か
ら
リ
フ

ト
五
分
、
徒
歩
一
五
分

・
温
泉
街
か
ら
南
四

O
O
γ
に
あ
り

医
療
設
備
が
完
備
し
、
緩
急
の
ス

ロ
ー
プ
が
楽
し
め
る

-
リ
フ
ト
四
基

・
ロ
l
フ
ト
ウ
リ
フ
ト

二
基

-
旅
館
、
温
泉
街
・:
冬
期
奉
仕
料
金

.
駐
車
・
:
温
泉
街
に
数
カ
所
あ
り
。

〈大
谷
ス
キ
l
場
〉

-
電
鉄
魚
津
駅
か
ら
パ
ス

一
五
分

・
北
山

・
坪
野
温
泉
へ
の
ツ

ア
l
コ

ー
ス
あ
り
。
全
般
に
緩
斜
面
で
、

ナ
イ
タ
ー
も
楽
し
め
る

・
リ
フ
ト

・
ロ
ー
プ
ト
ウ
リ
フ
ト

a

一基

・
旅
館
・
:
大
谷
温
泉
、
民
山
間
，

O
軒

・
駐
車
:
・六

O
台

〈大
川
寺
ス
キ
!
場
〉

・
地
鉄
大
川
寺
公
園
ド
車
、
徒
歩

一

義

O
分

4

-

4

4

・

」

い

・

富
山
か
ら
近
く
、
京
肢
ス
キ
|
均

キ

4
L

・
キ

P
主

ス

と
し
て
最
適
。

ス

V
・
宣
4
z

一
ス
掴
門
μ

一
級

平
』
口
一

J
L
泊

・

1
』

力

・

リ
フ
ト
・
:
ロ
1
l

フ
ト
ウ
リ
フ
ト
.
基

。-v土
v
h
s
t
.
z

航
，
・
、
個
目
一
一

m
¥
.
4

・
休
憩
小
尾
一
軒
、
売
し

h
u判

い入
.

1

・
駐
車
:
・

J-
0
0台

h
.
，，

川

山
田
温
泉
・
牛
ガ
撮
ス
キ

l
場

k
a
a
一

一

・
高
山
駅
か
ら
直
通
パ
ス
、
ス
キ
ー

耐
波

ア
田
監

A
L
L

場
で
ド
事

判
じ
一
揖
U
一

・

広
大
な
面
積
、
変
化
に
富
む
ス
キ

h

F

:

ぃ・
i
山
崎
で
、
初
級
か
ら
上
級
者
ま
で

j
a司

楽
し
め
る
ο

仙
川

J
r

閑
乗
寺
ス
キ
l
場
・

j

7
ト

-

a

・客

d
m

'

l

-

4
ノ

-
h
k
直
:
-
H
H川
瓜

1
て
et
l

』
自

l
t
J
J
9

.
一

4

J
W、
民
山
市
一

O
軒

目

h
豆

対

・

町
市
:
・

:
o
o
h

制
U

一一畑野叫立

〈福
光

t
aT
l
場
〉

・
国
P

L
ん
駅
か
ら
太
美
山
線
、
南

才
川
下
車
。
徒
歩

a

一O
分

・
中
級
者
む
け
の
ス
ロ
ー
プ
で
、
ナ

イ
タ
ー
が
楽
し
め
る
。

・
リ
フ
ト
:
・
ロ

l
フ
ト
ウ
リ
フ
ト

一
基

.
旅
館
:
・
太
美
山
荘

・
駐
必
て

一
O
台

猿
倉
山
ス
キ

l
場
〉

・
同
鉄

・
地
鉄

・
パ
ス

・
笹
津
駅
か

ら
徒
歩
一

O
分

-
初
級

・
中
級
者
む
け
の
ス
ロ

ー
プ

山
ス
キ

l
の
昧
も
楽
し
め
る
。

・
リ
フ
ト
:
・

一
基

-
旅
館
・
:
五
軒

-
町
営
駐
車
場
あ
り
〈

〈極
楽
坂
ス
キ

l
場
〉

・
地
鉄
本
人
目
駅
下
車
、
徒
歩
二

O
分

・
初
級
か
ら
上
級
ま
で
、
粟
巣
野
と

同
棟
。
北
陸
で
は
珍
ら
し
い
雪
一
目

第
三
ゲ
レ
ン
デ
か
ら
北
ア
ル
プ
ス

が
眺
め
ら
れ
る
。

・
リ
フ
ト
・
:
七
基

-
旅
館
:
・
一
六
軒
、
民
宿
一
一
軒

.
駐
車
:
・五

O
O
J
L
ハ
O
O台

〈と
な
み
夢
の
平
ス
キ

l
場
〉

・
同
鉄
耐
波
駅
か
ら
パ
ス
原
野
、
寺

尾
行
き
、
夢
の

Jr
ス
キ
l
場
下
卓

徒
歩
一

O
分

-
す
べ
て
の
人
に
適
す
る
コ

l
ス
。

地
元
ス
キ
ー
連
盟
の
指
導
あ
り

0

.
リ
フ
ト
:
・

1
基

-
旅
館
:
・
寺
尾
羽
温
泉
、
ス
キ
ー
セ
ン

勿
ノ
1
l

-
肘
川
市
:
・

7-oo
l問
O
Oム
リ

h
-

¥
-
場

、4

一一

「

l
H
‘
キ

.

.

.
 『一ス.，t-…峯、一-一

県
政
広
報
お
知
ら
せ

-〆』』.f
 

-
テ
レ
ビ
・:
み
ん
な
の
県
政

県
政
の
広
報
事
項
を
、
対
談
や
フ

ィ
ル
ム
構
成
で
放
送
し
ま
す
。

北
日
本
放
送
(
七
時
間
十
五
分

l

八
時
)

じ
l

じ

l

T-t.子ケ!日{

ー雪L
粟巣野スキー場

-笠

，'本

箆ゴ
極楽坂スキー場

:十'市[_J-J 
Il . 111 
: 時 テ
卜iJ1.1 レ
六 卜 ピ
11 ri ~ 

分 卜

H、干

分

県内スキー場案内

園
下

-1i_ 
大川寺公園スキー喝

-
新
聞
・・・
み
ん
な
の
県
政

北
日
本
・
富
山

・
読
売

・
北
陸
中

日
新
聞
に
、
毎
月

一
川
県
政
の
解

説
や
お
知
ら
せ
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す

.. 川
二
十
六
日
の
予
定

で
す
。
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..笠

-
広
報
誌
・:
み
ん
な
の
県
政
配
布

県
民
の
み
な
さ
ん
と
の
ハ
イ
プ
役

と
し
て
、
県
政
の
う
ご
き
を
中
心

に
載
せ
た
雑
誌
で
す
。
市
町
村

・

病
院

・
銀
行
の
一
仲
介
主

・
学
校

・

農
協
な
ど

へ
お
川
け
し
て
い
ま
す

の
で
川
賢
し
て
む
読
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
県
庁
、
高
山
、
心
口
同
附
、
砺

波

・
魚
津
の
各
総
合
庁
舎
の
県
民

相
談
室
窓
口
に
も
備
え
て
あ
り
ま

す
か
ら
、
ご
円
山

に
お
持
ち
帰
え

り
く
だ
さ
い

。
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“こどもを交通事故から守ろう"
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